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東芝エレベータは2007年から建

設業のBIM（ビルディング・イン

フォメーション・モデリング）ユー

ザ向けに、「Autode s k  Rev i t 

Architecture」で作成したエレベー

ターやエスカレーターのBIMパー

ツを提供している。その提供件数は

既に数十件に上り、実際の工事につ

ながったものも多い。さらに製造業

向けの3次元C AD「Autodesk 

Inventor」とRevit Architecture

を連携させた新しいBIM活用も始

まった。
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東芝エレベータが提供しているRevit用ファミリの例。エレベーター（左）とエスカレーター（右）
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ファミリは建設業と製造業の“接点”と確信

東芝エレベータでは、Revit Architectureで自社のエレベーター

やエスカレーターを「ファミリ」というBIMパーツを作り、建築設

計事務所や建設会社に提供している。ユーザから建物の躯体や

構造などのBIMモデルや図面を提供してもらい、それにうまく納

まるように寸法や細部の構造を調整したファミリを提供するのが

特徴だ。

2007年に開始したこのサービスは好評で、既に数十件のプロ

ジェクトで利用され、実際の建設プロジェクトとして実現した

ケースも多い。特に大手建設会社のほとんどとは、ファミリの提

供を通じたコラボレーションの実績がある。

「社内では1997年から製造業向けの3次元CADを導入し、CAD/

CAMによる設計・製作の連携を進めてきました。2000年から

はAutoCAD®によって建設業界との“2.5次元”での図面のやり

とりも始めました」と東芝エレベータ情報システム部エキスパー

トの三浦豊毅氏は語る。

「一方、工場では3次元による一気通貫での製作体制を目指して

いましたので、建設業界とも3次元で連携できないかと調査を始

めたところ、建設業界でAutodesk Revit Architectureが使われ

ていることを知ったのです」（同）。

「RevitユーザのBIM活用に接するうちに、建築が目指すものが

見えてきました。そのワークフローの中で当社が連携していくた

めには、建築のBIMと協調していかなければいけないと感じまし

た。そしてRevitで作成したファミリこそが、製造業と建設業をつ

なぐ“接点”になると確信したのです。建築図面とDXFで連携が

とれる必要もあります。そこで5～6年前からInventorとRevitを

つなげてほしいという要望をオートデスクに出しはじめました」

と東芝エレベータビルディング事業本部ビルディング技術部

BIM技術担当技術主任の平手和夫氏は続ける。

建設業と製造業のBIMによる連携が生んだ効果

東芝エレベータでは、製造業向けの3次元CADは導入していた

が、BIMソフトを使うのは初めてだった。「壁にエレベーターの

枠を配置すると、自動的に壁に穴が開いて部材が配置される機

能などに驚きました」と平手氏は振り返る。



建物や構造物に「ビルトイン」するエレベーター

やエスカレーターのBIMモデルは、意匠、構造と

設備を橋渡しする部材でもある。

「Revit Architectureだけでなく構造部分にはRevit 

Structure、配線部分にはRevit MEPも使います。

Family Editorを使用して、フレキシブルに設計者

がパーツを作れるのが良いです。今回、Autodesk 

Building Design Suite製品では、Revitシリーズ3

本が1本のパッケージに統合されたことは、データ

管理上もメリットがあります。3ds Max Designが

入っているのも、面白いですね」と平手氏は言う。

手探りで始めた建設業と製造業のBIMによる連携

は、建設業側のエレベーターやエスカレーターに対

する設計ノウハウを高めることにも役立っている。

エレベーターなどの昇降機をうまく設計に取り入

れるには、できるだけ設計の初期段階からコラボ

レーションするのが理想的だという。その分、有

効にスペースを生かすことができ、一回り大きな

かごを採用できる可能性もある。

「建築設計者が作ったBIMモデルを、エレベーター

などがうまく納まるように鉄骨の2次部材の配置な

どを修正して送り返すということ繰り返しました。

すると次回以降のプロジェクトで送られてきたBIM

モデルは修正すべき点がどんどん減っていくのが分

かりました。建築設計者側でもエレベーターやエス

カレーターの扱い方に対する理解が深まり、BIMモ

デルの精度が上がってきたようです」（平手氏）。

東芝エレベータとゼネコン、設計事務所との連携

によって、製造業と建設業での「すり合わせ設

計」で大きな効果が出てきた。

InventorとRevitのモデル統合を実現

これまでは製造業向けのCAD/CAMシステムと、

建設業向けのBIMソフトではファイル形式が異な

り、3Dモデルとして連携することが難しかった。

それがオートデスクのソフトを使うことで製造業

と建設業のBIMモデルによる業種間連携が実現

しつつあるのだ。

あるビルでは、ガラス張りのシースルーエレベーター

を採用した。そこで課題となったのは完成後にどの

ように見えるのかをCGで確認することだった。

「意匠設計用のBIMソフトではエレベーターの複

雑な機械部品や2次部材、配線などを詳細にBIM

モデル化することは不可能です。そこでInventor

で作ったエレベーターの3次元モデルをRev i t 

Architectureに読み込み、リアルなCGでデザイ

ンを検証しました」東芝エレベータビルディング

事業本部ビルディング技術部BIM技術担当エキス

パートの山岸政雪氏は語る。

このデータ変換に使ったのが、オートデスクが開

発した「ADSK形式」のファイルだ。建築・土木や

地図といった建設インフラ業界のほか、製造業や

エンターテインメント業界までを幅広くカバーす

るオートデスクのソリューション間でスムーズに3

次元データを受け渡すために開発された「異業種

連携フォーマット」と言えるものだ。

「Inventorで作ったエレベーターの3Dモデルを

ADSK形式に書き出し、Revitに読み込んだところ

とてもスムーズにデータを受け渡すことができま

した。製造業の当社には必須の機能ですね」と平

手氏は言う。

BIMと工場のCAD/CAM連携も視野に

東芝エレベータではこれまで、エレベーターやエ

スカレーターの最終的な設置状態を表した「据付

図」という図面をAutoCADで作成し、生産プロセ

スで建物との取り合いを確認しながら生産性を向

上させる取り組みを以前から行ってきた。

前にこの図面をしっかり作成しておくことで、設

計時に現場に何度も出向いて確認する手間を減ら

し業務効率を上げられる。社内の「フロントロー

ディング」とも言える取り組みだ。

三浦氏は「今後はBIMモデルとCAD/CAMを連携

させて設計、製造プロセスに生かすことで、さら

に生産性を高められそうです。こうした構想が現

実的に感じられるようになった裏にはADSK形式

によって業種間のデータ交換がスムーズになった

こともあります」と、BIMと製造業のCAD/CAM

における次の展開をにらんでいる。

東芝エレベータでは、今後もBIMによるゼネコン

や設計事務所との“相互”コミュニケーションを

強化しつつ、社内での生産革命にもとりかかる段

階にきている。20年に及ぶこともあるエレベー

ター施設の維持管理への活用も課題の一つだ。今

後の展開に注目したい。

Inventorで作成した詳細なエレベーターの3DモデルをRevitに読
み込んで統合し、作成したCG

2次元の据付図（左）とBIMモデルで作成した据付図（右）

Revitシリーズにおけるファミリの作成作業（Revit Architecture）

自動化が進む東芝エレベータの工場。将来はBIMとCAD/CAMを
連携させることにより、さらに生産性向上を図ることも視野に入
れている
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会社概要

東芝エレベータ株式会社

本   社：東京都品川区北品川6-5-27

代表者：代表取締役社長　秋葉 慎一郎

設   立：昭和42年2月18日

資本金：214億772万8千円

従業員：約4500名（国内）

事業概要：昇降機に関する開発・設計および試験・検査。

昇降機の製造、据付、および撤去・昇降機の販売および

販売斡旋・昇降機の保守、修理および改造


